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実施日 学区名 予備日 開催会場

9月14日
（日）

住　吉 9月21日 伏見住吉小学校
南　浜 9月15日 伏見南浜小学校
竹　田 9月21日 竹田小学校
向　島 9月21日 向島東中学校

9月21日
（日）

砂　川 9月23日・28日 砂川小学校
藤　城 9月28日・10月5日 藤城小学校
板　橋 9月28日 伏見板橋小学校
納　所 9月28日 納所小学校
向島南 9月28日 向島南小学校
久　我 9月28日 神川小学校
羽束師 9月23日 神川中学校（予備日）羽束師小学校

9月23日
（火・祝） 淀 JRA京都競馬場みどりの広場

9月28日
（日）

桃　山 10月13日 桃山小学校
桃山東 10月5日 桃山東小学校
桃山南 10月5日 桃山南小学校
横大路 10月5日 横大路小学校第２グラウンド
久我の杜 10月5日 久我の杜小学校
淀　南 10月5日 洛南浄化センター（予備日）美豆小学校
春日野 10月5日 春日野小学校
北醍醐 10月5日 北醍醐小学校

9
月
1
日（
月
）は
、
市
・
府
民
税

2
期
分
の
納
期
限
で
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
10
月
4
日
（
土
）
18
時
、
5
日

（
日
）14
時 

試
合
開
始

場
所
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

対
戦
チ
ー
ム
大
分
ヒ
ー
ト
デ
ビ
ル

ズ
【
特
別
企
画
①
】

　

各
日
1
階
指
定
席
5
組
10
名

様
、
2
階
自
由
席
15
組
30
名
様
を

ご
招
待
!!

　

区
で
は
、
区
民
の
皆
様
が
地
域

の
魅
力
や
資
源
を
再
発
見
し
、
伏

見
の
魅
力
「
伏
魅
力
」
を
内
外
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
伏
見
連
続
講
座
―
ふ
れ
て
、

し
っ
て
、
み
て
伏
見
―
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
大
学
や
地
域
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
9
月
か
ら
開

講
し
ま
す
。
9
月
中
旬
ま
で
に
実

施
さ
れ
る
講
座
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

7
月
9
日
に
、
大
学
と
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
等
の

取
組
を
支
援
す
る
「
学
ま
ち
コ
ラ

ボ
事
業
」
の
認
定
式
が
市
役
所
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伏
見
区
で
は
、「
ふ
し
み
・
ふ

か
く
さ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ー
カ
イ

ブ
」「
た
が
や
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
!

＠
深
草
町
家
」「
都
ラ
イ
ト
’14
」

の
3
事
業
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

伏
見
区
民
文
化
祭
「
絵
画
・
写

真
作
品
展
」（
10
月
25
日
（
土
）、

26
日
（
日
）
に
御
香
宮
神
社
で
開

催
）
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
、
伏
見

賞
・
一
般
賞
か
ら
優
秀
作
品
を
選

出
し
、
表
彰
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

応
募
資
格

区
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
の
方

募
集
部
門

伏
見
賞
伏
見
に
ち
な
ん
だ
題
材

一
般
賞
題
材
自
由

特
別
賞
伏
見
桃
山
城
に
ち
な
ん
だ

題
材

募
集
作
品
（
サ
イ
ズ
厳
守
）

絵
画
サ
イ
ズ
は
25
号
以
下

写
真
サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
以
内
（
四

ツ
切
ワ
イ
ド
可
）

※
い
ず
れ
も
一
人
一
点
、
未
発
表

作
品
、
額
装（
写
真
は
パ
ネ
ル
可
）

応
募
方
法

　

問
合
せ
先
窓
口
で
配
布
の
応
募

用
紙
に
て
申
し
込
み
。
応
募
用
紙

は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
1
面
上
部

記
載
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
作
品
は
10
月
24
日（
金
）9
時
〜

正
午
の
間
に
、
会
場
へ
直
接
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

9
月
1
日（
月
）〜
30
日（
火
）

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く

り
推
進
担
当
（
◯伏
☎
611
・
１
１
４

４
◯深
☎
642
・
３
２
０
３
◯醍
☎
571
・

６
１
３
５
）

　

今
後
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
以
降
の

本
紙
や
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
企
画
担
当

（
◯伏
☎
611
・
１
２
９
５
）

対
象
伏
見
区
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
み
往
復
は
が
き
、
又
は
京
都

ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

往
復
は
が
き
の
場
合

往
信
用
表
面（
あ
て
先
）

〒
601
-
８
０
４
６
南
区
東
九
条
西

山
町
8「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社 

伏
見
区
民
デ
ー
招
待
係
」

往
信
用
裏
面
①
住
所
②
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
③
電
話
番
号
④
観
戦
希

望
日
⑤
席
種
（
1
階
指
定
席
又
は

2
階
自
由
席
）

返
信
用
表
面
①
郵
便
番
号
②
送
付

先
住
所
③
氏
名

返
信
用
裏
面（
記
入
不
要
）

締
切
9
月
16
日（
火
）消
印
有
効

【
特
別
企
画
②
】

伏
見
区
民
特
別
価
格

2
階
自
由
席
：
一
般
1
千
円
（
通

常
2
千
300
円
）、
小
・
中
学
生
700

円（
通
常
1
千
500
円
）

入
場
方
法
区
内
在
住
･
在
勤
・
在

学
を
証
明
で
き
る
も
の
又
は
本
紙

を
試
合
会
場
入
場
口
付
近
の
ブ
ー

ス
で
提
示
し
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

（
☎
050
・
５
５
３
３
・
５
５
８
８

平
日
10
時
〜
18
時
）

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ

「
伏
見
区
民
デ
ー
」!

　

7
月
25
日
の
夜
、
醍
醐
十
校
区

交
通
安
全
推
進
委
員
会
は
、
山
科

自
動
車
教
習
所
で
夜
間
交
通
安
全

教
室
「
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ
リ
で
交
通

安
全
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
、
伏
見
区
総
合
庁
舎

夜
間
交
通
安
全
教
室
を

 

開
催
！

交
通
安
全
伏
見
区
民
大
会

〜
み
ん
な
あ
つ
ま
れ

 

ふ
し
み
っ
子
〜

第20回
学生お笑い呉竹寄席
　市内の六大学の落語研究会の
学生による「落語」と「漫才」
を披露
日時8月23日(土)13時30分～16
時(13時開場)
場所呉竹文化センターホール
定員 600名(先着順)
費用無料
申込み不要
問合せ同センター（☎603-2463）

第3回市民創造ステージ・
イースト
　山科・醍醐地域で舞台芸術活
動を行っている団体の発表会
日時8月24日(日)13時～16時30
分（12時30分開場）
場所東部文化会館ホール
定員 550名（先着順）
費用無料
申込み不要
問合せ同会館（☎502-1012）

「久我・食農ふれあいの
杜体験農園」
後期入園者を募集
　農家の助言の下で、京野菜等
の栽培体験をしませんか
期間9月～平成27年2月

場所同農園（久我御旅町）
体験ほ場数 10区画（多数抽選）
費用 17,500円(種苗･肥料代、農
具貸出料込)
申込み・問合せ はがき、電話、
FAXで、8月15日（金）～27日
（水）（消印有効）までに東部農
業振興センターへ（〒612-0873
深 草 瓦 町61、 ☎641-4340、
FAX641-4569）

学校コミュニティプラザ
「深草中ゾーン」事業
『こころを育む読書さんぽ』
内容①講演、リサイクル図書交
換会②深草図書館お楽しみ会
日時9月20日(土)
①10時～12時②14時～15時
場所深草小学校、コミュニティ
プラザ深草図書館
対象深草中学校区の方対象
（②は藤森中学校区の方も参加
可）
費用無料
申込み不要
問合せ深草中学校(☎641-6522)

①
伏
見
自
衛
消
防
隊
訓
練

大
会
を
実
施

　

自
衛
消
防
隊
と
は
、
災
害
に
備

え
、
事
業
所
の
規
模
等
に
よ
り
設

置
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　

同
大
会
は
、
区
内
の
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
が
集
ま
り
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
場
と
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
64
隊
の
自
衛
消
防
隊

の
皆
さ
ん
が
出
場
さ
れ
、
消
火

器
、
消
火
栓
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ

等
の
力
強
い
消
火
訓
練
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
次
の
と
お

り
訓
練
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

見
学
は
自
由
で
す
。

日
時
9
月
10
日
（
水
）
13
時
15
分
〜

16
時
30
分

場
所
J
Ｒ
Ａ
京
都
競
馬
場
駐
車
場

問
合
せ
伏
見
消
防
署
予
防
課

②
救
急
講
演
会
を
実
施

　

9
月
9
日
は
、
救
急
の
日
で
す
。

救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て
、

み
な
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伏
見
消
防
署
で
は
、
多
く
の
方

に
、
応
急
手
当
の
知
識
や
救
急
医

療
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
伏
見
医
師
会
と
協
力
し
て

「
伏
見
救
急
講
演
会
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
9
月
11
日（
木
）14
時
〜
16
時

場
所
伏
見
消
防
署
1
階
講
堂

（
竹
田
七
瀬
川
町
9
番
地
の
1
）

講
演
主
題
家
庭
で
で
き
る
感
染
症

予
防
に
つ
い
て

費
用
無
料

申
込
み
不
要
（
当
日
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

9
月
7
日（
日
）〜
13
日（
土
）
は
、

救
急
医
療
週
間
で
す
。

　

市
消
防
局
で
は
、
定
期
的
に
普

通
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
救
急
車
が
来
る
前
に
で
き
る

応
急
手
当
に
つ
い
て
、
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

普
通
救
命
講
習
の
実
施
日
時

は
、
市
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
伏
見
消
防
署
警
防
課
救
急

係【①
②
共
通
】（
☎
641
・
５
３
５
５

FAX 

643
・
１
９
９
９
）

内
容
①
綿
花
か
ら
色
々
な
道
具
を

使
っ
て
、
糸
を
紡
ぎ
、
コ
ー
ス

タ
ー
を
作
り
ま
す
。

②
糸
紡
ぎ
の
体
験
と
、
綿
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
聞
き
ま
す
。

日
時
9
月
7
日(

日)

①
10
時
〜
12

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
自
主

的
な
ご
み
減
量
等
の
取
組
を
支
援

す
る
た
め
、
古
紙
・
古
着
等
の
資

源
物
の
集
団
回
収
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
回
収
制
度
」
を
創
設
し
、
登

録
さ
れ
た
地
域
団
体
の
活
動
を
支

援
す
る
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

区
内
で
は
、
既
に
460
以
上
も
の

登
録
団
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

回
収
活
動
が
、
活
発
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
新
規
申
請
し
た
い
け
ど
何
か

ら
始
め
た
ら
い
い
の
？
」
と
、
お

困
り
の
際
に
は
、
区
役
所
・
支
所

の
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
◯伏
☎
366
・
０
１
９
６
◯深
☎
366
・

０
１
９
８
◯醍
☎
366
・
０
３
１
１
）

①
糸
紡
ぎ
体
験

〜
綿
か
ら
糸
を
作
っ
て
、

 

織
っ
て
み
よ
う
〜

②
糸
紡
ぎ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
綿
か
ら
つ
な
が
る

 

日
々
の
暮
ら
し
〜

始
め
ま
せ
ん
か
？

地
域
の
力
を
活
か
し
た

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
!!

時
30
分
②
14
時
〜
17
時

場
所
京

み
や
こ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
①
小
・
中
学
生
（
小
学
4
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

②
18
歳
以
上

定
員
①
12
名
②
15
名
（
各
回
申
込

先
着
順
）

費
用
①
②
い
ず
れ
も
一
人
300
円

開
館
時
間
9
時
〜
21
時
（
1
・
2

Ｆ
展
示
は
17
時
ま
で
、
木
曜
休
館
）

申
込
み
・
問
合
せ
8
月
15
日
（
金
）
か

ら
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

（
☎
641
・
０
９
１
１
、
FAX 

641
・
０

９
１
２
）

　

醍
醐
地
域
の
小
学
生
や
保
護
者

約
80
名
が
参
加
し
、
教
習
所
の

コ
ー
ス
内
を
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
に

見
立
て
、
教
習
車
の
ラ
イ
ト
だ
け

を
頼
り
に
真
っ
暗
な
コ
ー
ス
を
巡

回
。
途
中
、
反
射
材
の
つ
い
た
動

物
（
ぬ
い
ぐ
る
み
や
看
板
）
を
ど

れ
だ
け
多
く
確
認
で
き
る
か
体
験

し
、そ
の
発
見
数
を
競
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
反
射
材
が
効

果
的
な
こ
と
や
、
夜
に
は
明
る
い

色
の
服
を
着
れ
ば
車
か
ら
よ
く
見

え
る
こ
と
な
ど
、
夜
間
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

1
階
ホ
ー
ル
で
、
伏
見
区
交
通
安

全
推
進
委
員
会
連
合
会
等
の
主
催

に
よ
る
「
交
通
安
全
伏
見
区
民
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
の
大

会
に
、
区
内
の
幼
児
・
小
学
生
を

中
心
に
約
500
人
が
参
加
。
小
学
生

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
交
通
安

全
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
等
、
楽

し
い
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
用
い
た
自
転
車
教
室
や
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
反
射
材
の
作
成
コ
ー

ナ
ー
も
実
施
し
、
夏
休
み
を
目
前

に
参
加
者
全
員
で
交
通
安
全
を
誓

い
ま
し
た
。

16事業を認定しました

平
成
26
年
度

伏
見
区
区
民
活
動
支
援
事
業
が

決
定
し
ま
し
た（
全
34
事
業
）

「学まちコラボ事業」の
認定について

京都市の福祉医療制度のお知らせイベント・その他

　事業概要等、詳細は区ホームページの広報発表をご覧ください。
問合せ地域力推進室企画担当（○伏☎611-1295）

　市では、市内にお住まいで健康保険に加入している方を対象に福祉医療制度を実施しています。
　福祉医療制度の適用を受けるには申請が必要です。申請には保険証、印かんをお持ちください。
制度により身体障害者手帳、戸籍謄本等が必要となります。
※入院時の食事代及び居住費等は支給の対象となりません。

（注）医療機関等での窓口負担は1か月1医療機関3千円までとなっておりますが、複数医療機関を受診するなど1か月の自
己負担額合計が3千円を超えた場合、超えた額を申請により払い戻します。

・淀南地域の歴史本作成作業（淀南地誌の会）
・「向島駅前まちづくり憲章」推進事業（向島駅前まちづくり協議会）
・きずなづくりニュータウンで防犯活動新聞及び防犯マップ作り（向島二ノ丸学区防犯パトロール隊）
・史跡修復活動を通じての地域住民の親交増進と子供達への伝統教育（石峰寺山野手町町内会）
・蔵ジャズフェスティバル（蔵ジャズフェスティバル）
・久我の杜地域セミナー（久我の杜つながり隊プロジェクト）
・伏見情報集積・発信Webサイト事業（特定非営利活動法人伏見観光協会）
・おおぞら少年少女ラグビーチーム中学生になってもスポーツ続けようプロジェクト
  （特定非営利活動法人伏見クラブ）
・さと・まちコラボ（砂川学区・京北町姉妹学区提携事業）準備プロジェクト（砂川学区自治連合会）
・「はなまるカレンダー」活用による家庭・地域きずな強化大作戦（池田東学区自治町内会連合会）
・伏見のヒーロー伝説とまちづくり計画（伏見歴史顕彰会）
・桃山プロジェクト（桃山プロジェクト）
・世界に発信、伏見の暮らし、歴史と酒とおばんざい（伏見力発信プロジェクトチーム）
・あなたの居場所「ス カサ」（特定非営利活動法人ちいろば）
・ふかくさ町家シネマでつなぐ異世代交流事業（ふかくさ町家シネマ・プロジェクトチーム）

・淀の歴史、文化を広めるための紙芝居制作・公演事業（淀みず車の会）
・森林・里山の空間とクリーンエネルギーの活用（みどりの会伏見桃山）
・桃山南学区安全マップづくり（桃山南学区自治会連合会）
・父活PROJECTものことば2014（父活PROJECT）
・もっと伏見の自然に向き合おう！（名神深草森の会）
・淀・淀南・納所地域におけるモビリティ・マネジメント
  （淀・淀南・納所地域のモビリティ・マネジメント推進プロジェクト）
・親子で見て知って楽しもう、伏見のヨシ（伏見楽舎）
・地域協働によるまちづくり推進活動（柿原団地自治会）
・みんなのうたごえカフェ（京都ピアノとうたの音楽ひろば）
・伏見板橋から広げる伏見区よいまちづくり活動（特定非営利活動法人伏見板橋よいまちづくり）
・地域のふれあいと健康づくり（久我菜の会）
・伏見まるごと博物館2014（伏見まるごと博物館）
・伏見まちかど音楽隊（伏見まちかど音楽隊）
・町家de 交龍（特定非営利活動法人深草・龍谷町家コミュニティ）
・古絵図・古地図で再発見！過去・現在・未来（深草古絵図プロジェクト）
・年齢より若い体力のある健康づくり（健康体操クラブ砂川）
・カフェから始まる絆プロジェクト（カフェから始まる絆プロジェクト実行委員会）
・ヨシを活用して、伏見の特産品を創ろう！（龍谷 0 DEN）
・わかち合い繋がる「場」つくり事業（大人（高齢者）の元気プロジェクト）

（C）KYOTO HANNARYZ/bj-league

問合せ・
申請先

ひとり親家庭等医療、老人医療、重度心身障害者医療 福祉介護課福祉医療担当
（○伏☎611-2207○深☎642-3493○醍☎571-6244）

重度障害老人健康管理費 保険年金課給付担当
（○伏☎611-1875○深☎642-3826○醍☎571-6529）

子ども医療 市地域福祉課・児童家庭課合同分室（☎251-1123）

制度名 対象となる方 支給内容 一部負担金

ひとり親家庭等
医療

(申請日から)

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
① 生計を一にする父又は母のない18歳到達後最
初の3月31日までにある児童
② ①の児童と生計を一にする母又は父
③ 両親のいない児童と、その児童を扶養する20
歳未満の方等

健康保険の
自己負担額 なし

重度心身障害者
医療

(申請月の初日から)
重度障害老人
健康管理費

(申請月の翌月から)

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
① 1級又は2級の身体障害者手帳を持っている方
②知能指数（IQ）が35以下である方
③ 3級の身体障害者手帳を持ち、知能指数（IQ）
が50以下である方
＊ 重度障害老人健康管理費は、後期高齢者医療
制度の資格がある方が対象です。

・ 重度心身障害
者医療は、健
康保険の自己
負担額
・ 重度障害老人
健康管理費
は、後期高齢
者医療の自己
負担相当額

なし

老人医療
(申請月の初日から)

65歳以上70歳未満(平成26年度に限り、70歳の
誕生日を迎える方も対象)で、次の①又は②の方
（所得制限あり）
① 所得税が課税されていない世帯（一部例外あり）
② 所得が基準額以下で、（ア）～（ウ）のいずれか
に該当する方

（ア）寝たきり
（イ）一人暮らし
（ウ）同居者が親族のみで、全員が60歳以上、

18歳未満又は一定の障害がある方の世帯

健康保険の自己
負担額から一部
負担金を差し引
いた額

後期高齢者医療の一部負担金相
当額(1割又は3割負担、ただし
自己負担限度額あり)。

子ども医療 0歳から小学校6年生までの方（所得制限なし）
※ 12歳到達後、最初の3月31日までにある方

健康保険の自己
負担額から一部
負担金を差し引
いた額

＜入院＞
0歳から小学校6年生まで
(1ヵ月1医療機関につき200円)
＜通院＞
①0歳から3歳未満
(1ヵ月1医療機関につき200円)
②3歳以上小学校6年生まで
(1ヵ月3,000円（注）)

日　時 9月6日（土）13時30分～15時20分
場　所 京都聖母女学院短期大学本館多目的室

内容・
講師等

第16回秋の公開講座「伏見学2014」
地域環境保全から地域エネルギーの創出へ
講師足立善彦氏（伏見工業高等学校教諭）

定員等 200名（先着順）・無料・申込不要・二足制

主催者等
問合せ

京都聖母女学院短期大学事務センター
（☎643-6781）受付時間：月～金曜（土日祝除く）
10時～17時

平
成
26
年
度
伏
見
区
学
区
民
体
育
祭
一
覧
表

９
月
中
開
催
分

平成26年度
「伏見連続講座」

のご案内

伏
見
区
民
文
化
祭

絵
画
・
写
真
作
品

大
募
集
！

一
般
枠（
補
助
金
交
付
額
は
、
必
要
事
業
経
費
の

2
分
の
1
以
内
で
上
限
は
60
万
円
）計
15
事
業

小
規
模
枠（
補
助
金
交
付
額
は
、
必
要
事
業
経
費
の

4
分
の
3
以
内
で
上
限
は
10
万
円
）計
19
事
業


